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倉
敷
美
観
地
区
の

核
は
倉
敷
川

　

京
都
、
大
阪
、
金
沢
、
柳
川
、
な
ど

日
本
に
は
水
都
と
呼
べ
る
美
し
い
都
市

が
点
在
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
ほ
ぼ
例

外
な
く
水
の
流
れ
が
あ
り
、
空
間
を
美

し
く
保
全
し
よ
う
と
い
う
地
元
の
人
々

の
思
い
が
あ
る
。

　

今
回
訪
れ
た
「
倉
敷
美
観
地
区
」
も

そ
の
一
つ
だ
。
観
光
雑
誌
に
は
岡
山
県

随
一
の
人
気
観
光
地
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
日
本
初
の
西
洋
美
術
館
で
あ

る
大
原
美
術
館
や
蔵
が
倉
敷
川
を
取
り

囲
む
水
辺
景
観
は
大
変
に
美
し
い
。
年

間
お
よ
そ
３
８
０
万
人
も
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
る
。

　

景
観
保
全
の
面
か
ら
も
モ
デ
ル
都
市

と
し
て
有
名
で
、
他
の
都
市
に
ま
ね
さ

せ
る
だ
け
の
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
。

た
し
か
に
、
美
し
い
ま
ち
な
み
は
多
数

見
て
き
た
が
、
倉
敷
の
ま
ち
な
み
は
別

格
と
い
う
べ
き
美
し
さ
だ
。
特
に
屋
根

が
折
り
重
な
る
眺
望
は
す
ば
ら
し
い
。

中庭 光彦
なかにわ  みつひこ

多摩大学経営情報学部
事業構想学科教授
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─地域バージョンアップの論理』

（水曜社 2017）など著書多数。

人口減少期の地域政策を
研究する中庭光彦さんが
「地域の魅力」を支える資
源やしくみを解き明かしま
す。今回は倉敷の「美観地
区」です。

美観地区を象徴する
倉敷川と観光川舟

まちの文
ソフトパワー

化発信力を
維持する人々  ─岡山県倉敷市

水の文化 59号　魅力づくりの教え



39

こ
の
倉
敷
美
観
地
区
の
基
軸
と
な
っ
て

い
る
の
が
、
倉
敷
川
だ
。
こ
の
水
辺
空

間
が
な
け
れ
ば
美
観
地
区
の
価
値
は
半

減
し
て
し
ま
う
。

　

こ
の
ま
ち
を
、
人
々
は
意
図
的
に
守

っ
て
き
た
。
倉
敷
紡
績
株
式
会
社
創
業

者
で
あ
る
大
原
家
の
役
割
の
み
な
ら
ず
、

林 

源
十
郎
、
原 
澄す

み

治じ

と
い
っ
た
地
元

有
力
者
の
協
力
が
大
き
い
。

　

現
美
観
地
区
は
ど
の
よ
う
に
し
て
形

成
さ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
現
代
で
は
ど

の
よ
う
な
人
々
が
ま
ち
を
守
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
疑
問
を
も

ち
、
今
回
倉
敷
を
訪
れ
て
わ
か
っ
た
こ

と
。
そ
れ
は
、
現
在
の
美
観
地
区
す
な

わ
ち
倉
敷
川
畔
が
、
海
に
向
か
っ
て
干

拓
・
埋
立
を
繰
り
返
し
て
き
た
歴
史
と

文
化
の
境
界
地
に
あ
る
と
い
う
事
実
だ

っ
た
。旦

那
衆
が
つ
く
っ
た

倉
敷
川
畔
の
景
観

　

倉
敷
の
江
戸
時
代
古
地
図
を
眺
め
る

と
現
美
観
地
区
は
海
岸
だ
っ
た
。
そ
の

後
沖
合
に
向
か
っ
て
干
拓
・
埋
立
さ
れ

た
の
だ
。

　

倉
敷
川
は
美
観
地
区
か
ら
東
に
向
か

い
、
児
島
湾
干
拓
地
と
し
て
知
ら
れ
る

児
島
湖
に
注
ぐ
。
倉
敷
川
は
舟
運
路
で

あ
る
と
同
時
に
、
干
拓
地
が
造
成
さ
れ

る
な
か
で
の
排
水
路
だ
っ
た
。

　

そ
の
干
拓
・
埋
立
は
商
人
た
ち
の
力

で
行
な
わ
れ
た
。
江
戸
時
代
前
半
の
水か

主こ
（
注
）
を
出
自
と
す
る
商
人
、
さ
ら
に

江
戸
時
代
後
半
の
新
興
商
人
は
財
力
で

土
地
を
取
得
し
大
地
主
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

土
地
持
ち
の
旦
那
衆
が
富
を
蓄
積
し

て
つ
く
っ
た
景
観
。
そ
れ
が
倉
敷
川
畔

に
集
ま
っ
て
い
る
蔵
で
あ
り
、
現
美
観

地
区
の
屋
敷
・
商
家
群
、
そ
し
て
１
９

３
０
年
（
昭
和
５
）
に
建
て
ら
れ
た
大
原

美
術
館
な
の
で
あ
る
。

　

美
観
地
区
を
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き

る
鶴
形
山
の
山
上
に
鎮
座
す
る
阿
智
神

社
に
は
、
江
戸
時
代
の
川
灯
籠
の
レ
プ

リ
カ
が
残
さ
れ
て
い
る
。
倉
敷
川
舟
運

を
思
い
出
さ
せ
る
灯
台
だ
。
こ
の
あ
た

り
が
海
岸
線
だ
っ
た
こ
ろ
を
想
像
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

高
梁
川
を
一
本
化
し
た

倉
敷
の
治
水
と
用
水

　

現
美
観
地
区
が
か
つ
て
は
干
拓
・
埋

立
の
境
界
地
で
あ
っ
た
と
聞
け
ば
、
こ

こ
に
ど
の
よ
う
に
し
て
用
水
が
届
け
ら

れ
て
い
た
の
か
が
気
に
な
る
。

　

現
在
、
倉
敷
の
西
側
に
は
、
高た
か
は
し
が
わ

梁
川

が
流
れ
て
い
る
。
高
梁
川
は
明
治
時
代

前
半
ま
で
酒さ
か

津づ

か
ら
二
つ
の
流
れ
（
西

高
梁
川
、
東
高
梁
川
）
に
分
か
れ
て
い
た
。

　

１
８
９
２
年
（
明
治
25
）
か
ら
１
８
９

４
年
（
明
治
27
）
に
起
き
た
大
洪
水
を
機

に
、
そ
の
二
つ
の
流
れ
を
西
高
梁
川
に

一
本
化
し
、
東
高
梁
川
を
廃
川
と
し
た

歴
史
が
あ
る
。
同
時
に
酒
津
に
笠
井
堰

も
竣
工
し
、
両
高
梁
川
に
12
カ
所
あ
っ

た
農
業
用
水
取
水
口
が
酒
津
1
カ
所
に

ま
と
め
ら
れ
た
。
工
事
終
了
は
１
９
２

５
年
（
大
正
14
）。

　

１
９
２
８
年
（
昭
和
3
）
の
地
図
を
見

る
と
、
こ
の
酒
津
か
ら
延
び
る
用
水
路

が
、
美
観
地
区
に
水
を
届
け
、
一
部
は

倉
敷
川
に
流
れ
込
ん
で
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
倉
敷
用
水
で
あ
る
。

　

現
在
、
高
梁
川
の
酒
津
は
桜
の
き
れ

い
な
配
水
池
の
公
園
と
な
っ
て
お
り
、

そ
こ
か
ら
東
西
用
水
が
流
れ
出
し
て
い

る
。
配
水
樋
門
に
は
五
つ
の
口
が
あ
る

が
、
下
流
か
ら
見
て
左
か
ら
西
岸
用
水
、

西
部
用
水
、
南
部
用
水
、
備
前
樋
用
水
、

そ
し
て
倉
敷
用
水
と
な
る
。
ま
た
配
水

池
北
側
か
ら
は
八
ヶ
郷
用
水
が
流
れ
出

す
。

　

用
水
で
は
子
ど
も
が
遊
び
、
揚
水
水

車
が
据
え
ら
れ
て
い
る
風
景
が
現
在
も

見
ら
れ
る
。

　

倉
敷
美
観
地
区
は
、
高
梁
川
流
域
の

用
水
路
の
先
端
に
つ
く
ら
れ
た
こ
と
に

な
る
。文

化
都
市
を
夢
見
た

大
原
家
の
遺
伝
子

　

美
観
地
区
を
守
っ
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

企
業
は
倉
敷
紡
績
だ
。
特
に
二
代
目
社

倉敷川を通じて瀬戸内海とつながっていた倉敷。かつて島だった児島（備前児嶋）と
の間にある「藤戸海峡」は重要な航路だった。提供：岡山県立図書館・電子図書館シ
ステム「デジタル岡山大百科」 ※1706年（宝永3）から1829年（文政12）までに作成
された図と考えられている

（注）水主
江戸時代の船舶の一般乗組員
のこと。水夫とも書く。

東
高
梁
川（
廃
川
）

児島湾

西高
梁川

倉敷

藤戸

下酒津

上酒津

酒津山
（八幡山）

山陽道

備前児嶋

倉
敷
川

黄
き

薇
 びなかしゅうち 

中州地理
り ず

図
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長
大
原
孫
三
郎
（
１
８
８
０
-
１
９
４
３
）、

孫
三
郎
の
長
男
で
倉
敷
絹
織
（
ク
ラ
レ
）

二
代
目
社
長
と
倉
敷
紡
績
四
代
目
社
長

を
兼
任
し
た
大
原
總
一
郎
（
１
９
０
９
-

１
９
６
８
）
の
役
割
は
大
き
い
。
倉
敷
紡

績
創
業
は
1
8
8
8
年
（
明
治
21
）、
翌

年
に
は
倉
敷
ア
イ
ビ
ー
ス
ク
エ
ア
の
あ

る
場
所
に
本
社
工
場
を
建
て
た
。

　

大
原
孫
三
郎
は
イ
ギ
リ
ス
の
先
進
的

工
場
経
営
者
だ
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ー

ウ
ェ
ン
（
１
７
７
１
-
１
８
５
８
）
の
影
響
を

受
け
、
工
員
が
住
む
寄
宿
舎
、
病
院
、

学
校
が
一
体
と
な
っ
た
工
場
を
こ
こ
に

整
備
し
た
。

　

な
ぜ
こ
こ
に
紡
績
工
場
を
つ
く
っ
た

の
か
。
そ
の
背
景
に
は
、
原
料
と
な
る

綿
花
が
塩
分
に
強
く
、
干
拓
地
で
好
ま

れ
た
樹
種
だ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の

工
場
都
市
に
文
化
都
市
の
夢
を
与
え
た

の
が
大
原
孫
三
郎
で
、
日
本
最
初
の
本

格
的
な
西
洋
美
術
館
で
あ
る
大
原
美
術

館
を
建
て
た
の
も
彼
だ
っ
た
。

　

息
子
の
大
原
總
一
郎
は
、
倉
敷
を
ド

イ
ツ
の
城
郭
都
市
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
グ
の

よ
う
に
し
た
い
と
、
美
し
い
文
化
景
観

に
こ
だ
わ
っ
た
。
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
グ
の

広
さ
は
約
１
㎢
の
正
方
形
。
そ
の
程
度

の
広
さ
で
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
總

一
郎
は
考
え
て
い
た
。
真
の
職
住
近
接

と
も
い
え
る
。

　

大
原
の
下
で
倉
敷
ア
イ
ビ
ー
ス
ク
エ

ア
な
ど
多
く
の
設
計
を
手
が
け
た
建
築

家
の
浦
辺
鎮し
ず
た
ろ
う

太
郎
（
１
９
０
９

－

１
９
９
１
）、

地
元
の
有
力
者
、
自
治
体
が
協
力
し
た

結
果
、
い
ち
早
く
倉
敷
市
伝
統
美
観
保

存
条
例
（
１
９
６
８
年
）
が
制
定
さ
れ
、
ま

ち
な
み
景
観
が
維
持
さ
れ
て
き
た
。

　

水
で
潤
う
倉
敷
美
観
地
区
は
、
こ
の

よ
う
な
人
々
に
よ
り
形
成
さ
れ
、「
美
観

を
守
る
」
と
い
う
文
化
を
根
づ
か
せ
た
。

代
替
わ
り
し
て

今
を
支
え
る
人
々

　

で
は
、
現
在
の
美
観
を
守
る
人
々
は

ど
の
よ
う
な
方
な
の
か
。

　

今
回
ま
ち
な
か
を
案
内
し
て
く
れ
た

の
は
三
宅
商
店
店
主
の
辻 

信
行
さ
ん
。

本
通
り
商
店
街
の
林
源
十
郎
商
店
を
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
運
営
し
、
も

と
は
小
学
校
の
先
生
だ
が
、
マ
ス
キ
ン

グ
テ
ー
プ
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
若
い

女
性
の
人
気
商
品
と
し
た
の
は
、
な
か

な
か
の
手
腕
だ
。

　

そ
の
辻
さ
ん
も
倉
敷
の
水
文
化
の
価

値
を
認
識
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
酒

津
配
水
池
の
北
側
に
水
辺
の
カ
フ
ェ
を

運
営
し
て
い
る
。

　

倉
敷
を
「
人
づ
く
り
の
ま
ち
に
す

る
」
と
志
し
て
き
た
と
言
う
辻
氏
が
手

が
け
る
林
源
十
郎
商
店
を
は
じ
め
、
現

在
は
本
通
り
・
本
町
通
り
の
建
築
物
の

多
く
が
保
存
さ
れ
、
内
部
は
カ
フ
ェ
や

古
本
屋
、
飲
食
店
、
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ

プ
と
観
光
地
の
魅
力
を
前
面
に
出
し
て

瀬
戸
中
央
自
動
車
道

瀬戸内海

児島湖

高
梁
川

倉敷市

伯
備
線 山陽新

幹線

山陽
本線

倉敷美観地区

酒津

山陽
自動
車道

新
倉
敷

倉
敷

酒津配水池笠井堰

岡
山

児島

水島コンビナート

「黄薇中州地理図（P39）」と見比
べると、現在の倉敷美観地区から
南に向かって干拓・埋立を繰り返
したことがわかる

東西用水

倉敷市広域Map

1笠井堰で取水された高梁川の水は、酒津配水
池から倉敷市や周辺の農地などに配られる 2配
水池北側から流れる八ヶ郷用水沿いには揚水水
車が点在する 3八ヶ郷用水に面して建つ水辺
のカフェ「三宅商店 酒津」。倉敷を案内してくれ
た辻信行さんが手がけたもの
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い
る
。

　

倉
敷
は
路
地
の
多
さ
で
有
名
だ
そ
う

だ
が
、
あ
る
路
地
に
入
る
と
古
い
商
家

の
庭
で
「
倉
敷
路
地
市い
ち

庭ば

」
と
い
う
地

元
産
品
を
扱
っ
た
仮
設
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

開
か
れ
て
い
た
。
覗
い
て
み
る
と
寿
司
、

乾
物
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
、
フ
ル
ー
ツ
、

ス
イ
ー
ツ
、
有
機
栽
培
の
野
菜
、
カ
フ

ェ
と
な
か
な
か
イ
イ
。
週
１
回
開
か
れ

て
い
る
そ
う
で
、
実
行
委
員
長
は
原
浩

之
さ
ん
。
名
刺
を
見
る
と
「
倉
敷
天
文

台
理
事
長
」
と
あ
る
。
日
本
初
の
民
間

天
文
台
を
つ
く
っ
た
原
澄
治
の
縁
者
の

方
と
お
見
受
け
し
た
が
、
立
ち
入
っ
た

話
は
し
な
か
っ
た
。

　

辻
さ
ん
、
原
さ
ん
、
ほ
か
に
も
た
く

さ
ん
の
若
い
方
々
が
美
観
地
区
を
舞
台

に
お
も
し
ろ
い
事
業
を
起
こ
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
だ
け
で
十
分
だ
。

倉
敷
が
蓄
え
て
き
た

ソ
フ
ト
パ
ワ
ー

　

今
、
日
本
に
限
ら
ず
世
界
中
の
国
や

都
市
は
、
魅
力
づ
く
り
で
競
争
し
て
い

る
。
ま
さ
に
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
と
呼
べ
る

文
化
発
信
力
で
競
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど

各
都
市
が
独
自
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

る
。
そ
れ
は
た
ん
に
目
に
見
え
る
景
観

だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で
活
躍
す
る
人
々

の
創
造
性
の
蓄
積
―
―
ま
さ
に
文
化
ま

で
も
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
わ
る
都

市
で
あ
る
。

　

倉
敷
も
「
美
観
」
と
い
う
ソ
フ
ト
パ

ワ
ー
を
蓄
え
て
き
た
都
市
と
い
え
る
。

　

江
戸
時
代
か
ら
ど
ん
ど
ん
干
拓
・
埋

立
を
進
め
た
地
元
商
人
、
明
治
期
か
ら

文
化
的
な
工
場
都
市
づ
く
り
を
目
指
し

た
大
原
孫
三
郎
、
さ
ら
に
こ
の
エ
リ
ア

の
「
美
観
」
を
守
っ
て
き
た
大
原
總
一

郎
や
地
元
の
人
々
、
そ
し
て
現
在
は
そ

の
美
観
に
自
ら
の
創
造
性
を
加
え
て
み

た
い
と
い
う
人
々
が
集
ま
っ
て
き
て
い

る
。

　

こ
の
人
々
を
私
は
「
美
観
を
守
っ
て

き
た
」
と
表
現
し
た
が
、
実
は
美
観
を

「
創
造
し
つ
づ
け
て
き
た
」
と
言
っ
た

方
が
正
確
だ
ろ
う
。

　

用
水
の
末
端
に
で
き
た
陸
と
干
拓
・

埋
立
の
境
界
の
土
地
で
文
化
を
蓄
積
し

て
き
た
お
か
げ
で
、
倉
敷
美
観
地
区
は

若
い
世
代
に
よ
る
新
た
な
活
動
の
舞
台

を
提
供
し
つ
づ
け
て
い
る
。

（
２
０
１
８
年
３
月
30
～
31
日
取
材
）

まちの文化発信力を維持する人々
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吉原睦『倉敷美観地区』（日本文教出版 2011）
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倉
敷
川

本
通

り商店街林源十郎●
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本町通り

本町

倉敷アイビー
スクエア

　倉敷紡績(株）
●倉紡記念館　

●
代官所内壕
遺構

●
倉敷考古館

●
有隣荘

●語らい座
  大原本邸

倉敷●
民藝館　

●
大原美術館

●　　　
大原美術館分館

倉
敷
中
央
通
り

阿智神社

鶴形山公園

倉敷路地市庭
●

〈
魅
力
づ
く
り
の
教
え
〉

土
地
の
文
化
を
守
り
つ
づ
け
る
こ

と
は
、
新
た
な
世
代
の
活
躍
の
舞

台
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。
都
市
の
ソ

フ
ト
パ
ワ
ー
を
生
む
大
き
な
要
因

で
あ
る
。

倉敷美観地区Map

「倉敷路地市庭」実行
委員長の原浩之さん

林源十郎商店などいく
つものプロジェクトを動
かす辻信行さん


